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気候変動への対応に関する最近の動向



出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方検討委員会（第１回） 資料３

• 気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第40回総会が2014年10月に開催され、IPCC第5次評価報告書統合報
告書（AR5）が承認・公表された。

• この報告書において、21 世紀末までに、世界平均地上気温は 0.3℃～4.8℃上昇し、世界平均海面水位は0.26
～0.82m 上昇する可能性が高いことや、ほとんどの地域で極端な降水がより強く、より頻繁となる可能性が非常
に高いことなどが予測されることが報告されている。

IPCC第５次評価報告書の概要
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IPCC第６次評価報告書の概要

• IPCC第58回総会が、2023年３月に開催され、AR6統合報告書の政策決定者向け要約（SPM）が承認された。
• 人間活動が主に温室効果ガスの排出を通して地球温暖化を引き起こしてきたことには疑う余地がなく、1850〜

1900年を基準とした世界平均気温は2011〜2020年に1.1℃の温暖化に達した。
• 2021年10月までに発表された2030年の世界全体の温室効果ガス排出量では、温暖化が21世紀の間に1.5℃を
超える可能性が高く、温暖化を2℃より低く抑えることが困難。

（気象庁HP)IPCC 統合報告書の政策決定者向け要約（SPM）の概要を基に大阪府で作成

2IPCC第6次評価報告書第1作業部会報告書政策決定者向け要約暫定訳を基に大阪府で作成

地球温暖化が進行するにつれ日降水量の頻度と強度が増加

・既に頻度は1.3倍、強度は約7%増加
・2℃上昇では、頻度は1.7倍、強度は14%増加
・４℃上昇では、頻度は2.7倍、強度は30%増加

1850～1900年を基準とする年平均降水量の変化（%）



近年の水災害の状況（全国）
• 近年、全国各地で水災害が激甚化・頻発化しており、また、気候変動の影響により、2℃上昇時には、全国平均
で降雨量が1.1倍、洪水発生頻度が2倍になると試算されている。

出典：（国土交通省）令和5年度 水管理・国土保全局関係 予算概算要求概要 3



気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について答申（R2.7）
• 近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体で洪水
に備える水防災意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、あらゆる関
係者が協働して流域全体で行う、流域治水への転換を推進し、防災・減災が主流となる社会を目指す。

出典：気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について 答申（令和２年７月） 概要 4



流域治水の取組
• 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し
• 集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特性に応じ
①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、
②被害対象を減少させるための対策、
③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体で多層的に進める。

出典：（国交省HP）流域治水の基本的な考え方
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• 流域治水の実効性を高めるために特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律（通称：流域治水関
連法）が令和３年５月10日に公布され、一部の規定が同年７月15日に、残りの規定が同年11月１日に施行

• 流域治水関連法は、４本の柱により、以下の９法律を一体的に改正

①特定都市河川浸水被害対策法 ②河川法 ③下水道法 ④水防法 ⑤都市計画法
⑥土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律 ⑦建築基準法
⑧防災のための集団移転促進事業に係る国の財政上の特別措置等に関する法律 ⑨都市緑地法

流域治水関連法の概要

6出典：国交省HP（流域治水関連法 概要）



• 法改正により、指定要件を拡大し全国の河川で、法的枠組みを活用して、ハード整備の加速に加え、国・都道府
県・市町村等の関係者の協働で、土地利用規制や流出抑制対策等に取り組む。

• 大阪府では、これまで寝屋川流域のみ指定要件を満たしていたが、法改正により指定可能河川が増加。

特定都市河川法の活用（概要）
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出典：（国交省HP）特定都市河川の指定による流域治水の本格的実践



（国）気候変動を踏まえた治水計画の見直し（河川整備基本方針）
• 国交省では、近年大規模な水害が発生した際の洪水流量が長期的な目標（基本高水）を上回った水系（ 阿武隈
川、新宮川、五ヶ瀬川、球磨川等）から、順次、河川整備基本方針の見直しに着手している。

• 見直しに際しては、気候変動の影響による将来の降雨量の増加も考慮して、計画を変更している。

8出典：東京都 気候変動を踏まえた河川施設のあり方検討委員会（第1回） 資料３



（国）気候変動を踏まえた治水計画の見直し（河川整備計画）

• 基本高水を超えないが、戦後最大洪水を超える洪水が発生した河川において、河川整備基本方針の変更は行
わず、河川整備計画を変更している事例もある。

• 遠賀川や高梁川では、現行計画に気候変動の影響を考慮した流量と更新した戦後最大洪水による流量を比較
し、大きい流量を計画目標として、河川整備計画を変更した。

高梁川（気候変動倍率と戦後最大洪水の見直しの比較）遠賀川（気候変動倍率と戦後最大洪水の見直しの比較）

現河川整備計画（1/40）の降雨量に
1.1倍（2℃上昇）すると、
基準地点日の出橋において
4,300㎥/s（1/80）となる。
⇒気候変動後も1/40を確保
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出典：（国交省HP） 高梁川水系河川整備計画【大臣管理区間】（変更）の概要

令和３年度第１回遠賀川学識者懇談会資料２を基に大阪府で作成



図 防潮水門方式

（大阪府）気候変動を考慮した三大水門更新事業

項目 内容

形式 アーチ型ゲート

径間 57.0m☓1

[15.0☓1]

有効幅員 55.4m

扉体 幅66.7m☓高11.9m

閉鎖時
天端高

OP7.4m

安治川水門 昭和45年3月完成

尻無川水門 昭和45年11月完成 木津川水門 昭和45年11月完成

• 西大阪地域の旧淀川筋の防潮方式は、大型の防潮水門による方式を採用し、高潮時には防潮水門を閉鎖して
高潮の遡上防御を図っており、安治川、尻無川、木津川にはアーチ型の大水門を昭和４５年に建設。

• 三大水門（安治川水門・尻無川水門・木津川水門）の有する治水面での重要性を考慮し、老朽化に伴う寿命を
迎える前に三大水門を改築することとしている。
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■新水門設計外力の設定方針（高潮）

（大阪府）気候変動を考慮した三大水門更新事業 設計外力の設定
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• 新水門の天端高は、現在の高潮計画の安全度が将来の気候変動後も確保されることを目標とし、現在の高潮
計画における設定条件の考え方に、気候変動による影響を考慮して設定。
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現計画 将来気候２度上昇 将来気候４度上昇

水門天端高さ

朔望平均満潮位 海面上昇量 潮位偏差 うちあげ高 地盤沈下量

(OP+ m)

OP+ 7.40m

OP+ 8.64m

OP+ 9.85m

1.24m

潮位偏差 : 3.00 
堰上高 : 0.60 

打上げ波高 : 0.80 
吹き寄せ : 0.20 

地盤沈下 : 0.60 

海面上昇 : 0.70 

朔望平均満潮位
OP+2.20m 

朔望平均満潮位
OP+2.30m 

海面上昇 : 0.90 

潮位偏差＋堰上高
4.32

潮位偏差＋堰上高
5.25

打上げ波高 +吹き寄せ
1.07 

地盤沈下 : 0.25 

打上げ波高 +吹き寄せ
1.15 

地盤沈下 : 0.25 

朔望平均満潮位
OP+2.30m 

2.45m

Ｌ１津波高

Ｌ２津波高 Ｌ１津波高

Ｌ２津波高
Ｌ１津波高

Ｌ２津波高

（大阪府）気候変動を考慮した三大水門更新事業 設計外力の設定
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• 気候変動を考慮した水門天端高は、2℃上昇でOP+8.64m、4℃上昇でOP+9.85mとなり、現計画（OP+7.40m）より
もそれぞれ1.24m、2.45m高くなった。（安治川水門地点）

• 設計外力としては国の動向も踏まえ、２℃上昇対応として設計することを基本とした。



■新木津川水門の完成イメージ（下流側） 【順応型対策】
気候変動による外力増により扉体（高さ）の不足を確認後、嵩上
げゲート、嵩上げゲート用の巻き上げ機等を増設する。
（扉体（高さ)・巻き上げ機等）

【先行型対策】
部材の耐用年数内で予測される外力の増大や、順応型対策（嵩上げゲート等
の追加）による荷重増分を考慮して設計を行う。
（門柱・基礎・扉体（強度）・操作室等）

（大阪府）気候変動を考慮した三大水門更新事業 できるだけ手戻りの無い設計の考え方
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• 新水門は、津波対策も兼ねるため津波に対する安全性や停電時などの緊急時にも速やかにゲートを閉鎖する
機能が求められることから、引上げ式構造ローラーゲートを採用。

• 気候変動予測を基に設定した外力には、不確実性が潜在するため、各部材の設計に際しては、あらかじめ対策
を講じておく「先行型対策」と将来における気候変化を確認後に対策を講じる「順応型対策」のどちらか適切な対
策方法を選択。



大阪府における近年の降雨の傾向
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1時間／60分降水量の年間発生回数 日雨量年間発生回数

50mm/h以上 80mm/h以上 200mm/日以上

■全国（アメダス）1,300地点の傾向

■大阪観測所（気象庁）における近年の傾向

６０分雨量 日雨量

降
雨
解
析
結
果

大阪観測所60分雨量（全11９年分）

降
雨
解
析
結
果

期間（年）
降雨
1/10 51.4
1/30 62.7
1/100 74.8

平均

60分雨量（mm）
過去119年 期間（年）

降雨
1/10 52.5
1/30 68.9
1/100 75.9

直近40年
60分雨量（mm）

平均

期間（年）
降雨
1/10 135
1/30 163.8
1/100 195

過去119年
日雨量（mm）

平均

期間（年）
降雨
1/10 145.2
1/30 177.9
1/100 212.9

直近40年
日雨量（mm）

平均

• 大雨の年間発生数は優位に増加しており、大阪観測所（気象庁）のデータでも同様な傾向となっている。

大阪観測所60分雨量（直近40年分2022～1982）

出典：気象庁HP 大雨や猛暑日など（極端現象）のこれまでの変化青線は5年移動平均、赤線は長期変化傾向



大阪府における近年の降雨の傾向
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No. 観測所名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
1 西能勢
2 地黄
3 高山
4 池田
5 樫田
6 原
7 見山
8 茨木
9 枚方

10 田原
11 枚岡
12 三国
13 大阪管区
14 八尾
15 富田林
16 千早
17 鳳
18 横山
19 山滝
20 岸和田
21 日根野
22 金熊寺
23 尾崎

各観測所の大雨日数

各大雨ごとの整理

：50㎜/60min以上観測所数

：80㎜/60min以上観測所数

昭和39年～平成5年（30年間） 平成6年～令和4年（29年間）
No. 観測所名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1 西能勢
2 地黄
3 高山
4 池田
5 樫田
6 原
7 見山
8 茨木
9 枚方

10 田原
11 枚岡
12 三国
13 大阪管区
14 八尾
15 富田林
16 千早
17 鳳
18 横山
19 山滝
20 岸和田
21 日根野
22 金熊寺
23 尾崎

○：80mm/60min以上が
観測された観測所

【60分雨量】
• 平成6年に大阪府が所管する観測所で初めて80mmを超過する降雨を観測
• 80mmを超える大雨は、北摂の山地と生駒山地付近で観測
• 50ｍｍを超える大雨の回数は増加傾向
特に、北摂地域で降雨が強く、回数も増加

六甲山地や北摂の山地、生駒山地の影響を受け、降雨強度が強い降雨が増加している

• 昭和39年から雨量観測を実施している23地点において、近年は降雨強度が強い降雨が増加。
• 今後、詳細な降雨データの解析を行い、大阪府域における気候変動を考慮した降雨量について検討を行う。


